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AhnLab Partner Step-up Traning Day 2014 

「顧客との接点」パートナーは事業強化の原動力 

3月、トータルセキュリティ企業アンラボでは二日間に渡ってソフトウェア及びネットワークのパートナー社の営業担当者を対象に

「AhnLab Partner Step-up Training Day2014」を開催した。イベントには86社から約200人が参加し、アンラボの主要製品の

差別化戦略と、2014年の事業計画や新設された「チャネル事業本部」中心のパートナーシップ強化策について共有する場となった。 

 

 

 

 

 

 

一日目の第一セッションでは、強力な市場シェアを占める V3 製品群と、最近話題になっている個人情報保護ソリューションなど、アンラボの主要

ソフトウェア製品のメリットとテクニカルサポートサービス「T - Care Service（ティーケア・サービス）」について発表した。 

セミナー冒頭では、増加傾向にある新・亜種の登場や一日平均26万個以上のマルウェアが発見されている現状など最新の脅威動向について触れ、昨

年7月にリリースされた V3 9.0 の特長と、これら製品の連動によるシナジー効果について説明した。アンラボでは高度化する脅威にいち早く対応す

るため、様 な々最新技術が適用された多次元分析プラットフォームを開発し、マルウェアの行為とレピュテーションベースの診断について、すでに市

場から良い反応を得ている。 
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またサーバー向けセキュリティソリューション V3 Net9.0 for Windows Server をはじめとする V3シリーズの安全性をさらに強化し、下半期には

コンポーネントのインストール機能をサポートするなどユーザビリティを最大化する予定だ。さらに Mac OS（OS X）ユーザーの増加に伴い、昨年

10月には Mac 専用アンチウイルス製品「V3 for Mac」をリリース。これらの V3 製品群はエンドポイントの中央管理ソリューション AhnLab Poli

cy Center を通じて一元化されたトータルマネージメントを可能とし、これは市場では類を見ないアンラボだけの差別化ポイントといえる。 

参加者たちは、この V3 製品群のフレームワークについて強い関心を寄せていた。 

 

エンドポイント管理領域の拡大 

続いて第二セッションでは、最近話題になっている大規模な個人情報漏えい事件の概

要と対策を紹介した。 

相次いで発生する個人情報漏えいにおいて、企業の情報管理や技術的措置の問題点を

指摘し、韓国で8月に施行される個人情報保護法改正案をはじめ、企業のリスク管理

面でも個人情報保護に対する認識が重要であると説明した。個人情報保護を強化する

ためのソリューションを導入する前に、まずは企業内で取り扱う個人情報の種類や範

囲、保有レベルなど確認することが重要である。これらの情報を判断・整理した後で

ソリューションを導入してこそ、有効な個人情報保護対策が展開できるからだ。  

▲ イ・ゴンヨン製品企画チーム課長 

アンラボでは個人情報保護管理と漏えい遮断ソリューション「AhnLab Privacy Management Suite」を提供している。 

本ソリューションはリアルタイム検索、自動隔離など個人情報の現状把握と対策はもちろんのこと、様々 なルートから個人情報の不正奪取を試みる行

為を検知および防止する一歩進んだ個人情報保護ソリューションだ。 

別途 DRM ソリューションなど導入しなくても、プリントアウトによる個人情報漏えいの可能性まで検知・遮断が可能だ。 

この他、公共機関で注目を集めているアンラボの「マイ・PCマモルン」の4月パッチリリース予定にも参加者たちの関心が集まった。 

今回のパッチはエンドポイントの管理領域を拡張することに意義があり、点検項目を37個に拡大して NAC 連動なしでもネットワーク遮断が可能で、

他社とは差別化を図っている。 

 

ティーケアサービス「製品とサービスの融合」 

アンラボの強みは製品に限ったものではない。IT 分野のトレンドになりつつある「製品とサービスの融合」は、技術とノウハウを備えた専門家をベ

ースに様 な々サービスを可能にしたという点でアンラボの差別化戦略でもある。 

昨年3月に披露された AhnLab T-Care Service は、製品とサービスを組み合わせたトータルセキュリティを目指すアンラボの基調から構築された高

度なテクニカルサポートサービスだ。これは顧客が導入した複数のセキュリティソリューションを最適化することで、製品単体または連携効果を最大

化する効果がある。 

 

 



セキュリティプレス・アン 

                                                                                                                 4 

 

 

T-Care Service1.0 リリース以来、情報セキュリティ教育に対する顧客の関心とニーズが急増するにつれ、サポート部分をさらに強化した2.0がリリ

ースされた。アンラボは今後3.0のアップグレードで、情報セキュリティ教育サービスをさらに特化していくつもりだ。 

同ソリューションでは最近懸念されている管理者アカウントの権限チェック、Windows XP のサポート終了に関するエージェント状況の点検など、

セキュリティ動向に最適化された様 な々サービスも提供している。 

 

次世代ネットワークセキュリティソリューションのパフォーマンス機能を強化 

イベント二日目はアンラボのネットワーク製品の変化について紹介するセッションが設けられた。 

ここではネットワーク製品の安定化と統合管理機能の改善、そして新たな脅威に対応する差別化された機能に焦点を当て、APT攻撃でコントロールタ

ワーとなるC＆CサーバーリストDBを継続的に更新するなど、アンラボのネットワークセキュリティソリューション TrusGuard が目指す方向性につ

いて紹介している。5月に予定されている TrusGuard アップグレード作業では、▲アプリケーション制御機能を強化、▲ポリシー設定の柔軟性を強

化、▲ファイアウォールレベルでも未知の攻撃を検知・防御を可能とするロードマップを構成、▲未知の脅威に対応するためネットワークアプライア

ンス管理ソリューション AhnLab TrusManager、AhnLab Trusanalyzer の UI と管理機能を向上させる予定だ。 

次世代IPS（Intrusion Prevention System）侵入防止ソリューション「TrusGuard IPX」は、▲6千以上のシグネチャを提供、▲脆弱性を検知し、

マルウェアの行為に対応する機能も提供している。 

海外では DDoS 攻撃が増加傾向にあり、最近は新たなタイプの攻撃としてアプリケーションの脆弱性を利用した低帯域幅の攻撃など、複雑で高度化

された攻撃に変化している。DDoS 専用ソリューション「TrusGuard DPX」は、▲リアルタイムのトラフィック有効性検証、▲トラフィックのタイ

プ別自動学習によるDDoS攻撃防御、▲しきい値以下の小規模な精密アタック型DDoS攻撃、▲インテリジェントなHTTP攻撃に対して強力な防御を

提供する。そして10以上のマルチレイヤー DDoS 攻撃防御フィルターによって様々 な種類の DDoS 攻撃を検知・防御し、一台のアプライアンスで

最大64個の論理的なネットワークの分散管理が可能となり、ネットワーク環境の変化と従来のセキュリティシステムを回避する最新の DDoS 攻撃に

も知能的な防御能力を提供している。 

 

差別化された技術力をベースにAPT 市場をリードする 

今回のイベントでパートナー社が最大の関心を寄せた製品が、APT 対応ソリューション「MDS」だった。これまで発生した国内外 APT 攻撃の共通

点としては、マルウェアから攻撃が始まったことが挙げられる。MDS は、アンラボが20年間蓄積したマルウェア対応ノウハウとインフラをベースに、

企業内部に侵入したマルウェアがどのPCにダウンロードされたか、どのような動作を見せるのかなどマルウェアのデータ記録を提供する。 

今年アンラボは MDS の分析技術の高度化により、他の APT 対応ソリューションとの格差をさらに開いて独走を続ける戦略だ。独自の技術を駆使し、

実行ファイルだけでなく文書ファイルなどの非実行ファイルも、シグネチャなしに検知・対応を可能にする。特に動的コンテンツ分析（Dynamic In

telligent Content Analysis、DICA）技術により、サンドボックスや仮想マシンを回避する高度化されたマルウェアさえも悪意ある動作を行う前に検

知が可能で、新たなゼロデイ脆弱性を利用するマルウェアも検知・対応することができる。 

 

 



セキュリティプレス・アン 

                                                                                                                 5 

 

 

 

MDSは検知と分析だけでなく、既に企業内部に侵入したファイルのプロセスやファイル自体の削除に加えて「実行保留機能」を駆使し、疑わしいフ

ァイルによる潜在的な脅威に至るまで、事前対応を含むトータルサイクル対応が可能だ。MDS 独自の実行保留機能は、疑わしいファイルへの対応だ

けでなく、ネットワークレベルでは検知できない暗号化されたトラフィックと仮想マシンの検知を回避するトラフィックにも対応できる。 

 

 

 

 

パートナースキルアップを目指す様々なプログラムを提供 

今回のイベントでは、ネットワーク製品のテクニカルサポート強化策も発表された。その内容とは、チャネルパートナー向けのコアプログラムを導入

してコミュニケーション強化を図るというもの。アンラボの専門技術者のノウハウを文書化してパートナーと常時共有していく。そして教育サポート

に関しては多くのパートナー企業が技術力向上とインフラ強化のために持続的に力を注いできたため、アンラボもまたこれに合わせ認定パートナー向

けの教育プログラムを強化する方針だ。パートナーの多様なレベルに応じて基礎クラス（Basic）から上級（Professional）まで細分化された水準別

教育プログラムを運営する。この訪問する教育と集中プログラムを通じて、地方チャネルとパートナーの専門性と競争力の強化にも貢献できる。 

今年はパートナー（チャネル）ビジネス戦略の強化策としてチャネル事業本部を新設するなど、テクニカルサポートにおけるプロセス上の非効率的な

部分を解消するため、持続的に改善していく。 

本イベントは、RMA、テクニカルサポート、パートナーポリシーについて、ダイレクトに様々な意見を聞くための場でもある。すでに今年に入り、

ライセンス更新やその他の要求資料の処理過程で発生する遅延を解消するため、パートナー構造を再編成するなどチャネル事業本部では活発に動いて

いる。パートナーと共に成長するための鍵は、多様で現実的なプロモーションと収益プログラムにある。パートナーの収益向上が肌で感じられるよう

にプログラムを構成して、パートナーのビジネス機会拡大のために貢献する。このため本部では既存の顧客と新規層を引き込めるプログラムを企画中

であり、独自のイベント開催はもちろん大規模なカンファレンスの参加など、新規顧客を獲得するためのトータルマーケティング活動を展開し、パー

トナーが新たなアプローチができるようにサポートする計画だ。 
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パートナーは顧客との接点、積極的にパートナーをサポートしていく 

今回のイベントはビジネス戦略の実践的な運用方法を共有する場であるだけに、2014年のパートナーポリシーと連携したビジネス強化戦略を紹介す

るセッションに参加者たちの注目が集まった。クォン・セールスマーケティングチーム長は、アンラボは今年も変わらずパートナーを通じて積極的な

ビジネス展開を推進していくと強調し、パートナーの権利を確立して共に成長するため持続的に努力していくことを伝えた。またソフトウェアとネッ

トワークに関係なくより積極的に収益を上げられるようサポートすること、そのためにはパートナー教育を強化して認証評価プログラムを積極的に活

性化していくことも明らかにした。アンラボでは認証マークと認証書を与えることで信頼できるパートナーとしてのプライドと技術力をもとに、積極

的なパートナービジネスができるようサポートしていくつもりだ。 

チャネル事業本部はこのような流れから新設され、顧客とパートナー、そしてアンラボの間でコミュニケーションを強化するための窓口となり、パー

トナーとアンラボのコミュニケーションはより一層強化される。パートナーはお客様との接点であるため、チャネル事業本部をベースにサポートを強

化して顧客のニーズを迅速に把握・対応することでパートナーのより一層のスキルアップが期待できる。 

 
▲ イ・サングック・マーケティング室長 

イ・マーケティング室長は、Partner Step-up Traning Day のネットワーク部門参

加者数が、今年初めてソフトウェア部門のパートナーの出席者数を上回ったと言及

し、アンラボのネットワーク製品に対する市場の関心の高さを証明していると説明し

た。 

だがパートナー間の不要な競争やコミュニケーション上の誤解を防ぐため、プロセス

の改善や持続的なインフラ強化は必須で、今後も様々 なパートナープログラムを通じ

てパートナーとの絆を強め、アンラボのビジネス戦略と実行方策を共有する場を用意

していくついもりだと述べた。 

 

アンラボはパートナーによるビジネスの活性化のため、SW パートナーと NW パー

トナーが一堂に会するキック・オフイベント AhnLab Partner Day で一年間の事業

戦略を共有し、 年4回行われる実務者対象の教育プログラム Partner Step-up Tran

ing Day ではパートナー運営策を共有する。 

また4月に開催予定の実務ワークショップ「Partner Base-up Traning Day」では強力なセールス戦略を共有する一方で、様々 なチームイベントによ

りパートナーとさらなる絆の強化を図る予定だ。 
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アンラボとは  

株式会社アンラボは、業界をリードする情報セキュリティソリューションの開発会社です。 

1995年から弊社では情報セキュリティ分野におけるイノベーターとして最先端技術と高品質のサービスをご提供できるように努力を傾けてま

いりました。今後もお客様のビジネス継続性をお守りし、安心できるIT環境づくりに貢献しながらセキュリティ業界の先駆者になれるよう邁

進してまいります。 

アンラボはデスクトップおよびサーバー、携帯電話、オンライントランザクション、ネットワークアプライアンスなど多岐にわたる総合セキ

ュリティ製品のラインナップを揃えております。どの製品も世界トップクラスのセキュリティレベルを誇り、グローバル向けコンサルタント

サービスを含む包括的なセキュリティサービスをお届け致します。 


